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PMS Performance Monitoring System
パフォーマンス・モニタリング
・システム

PNS Philippine National Standard フィリピン国家基準
POA Philippine Oil chemistry Association フィリピン油脂化学協会
PPCI Philippine Chamber of Commerce and Industry フィリピン商工会議所

PREMIS

Pollution Reduction and Environmental Management

 Information System
公害防止・環境マネジメント
情報システム

PRIME Private Sector Participation in Managing the Environment
環境管理に関する民間セクター
・パートナーシップ

PSIC code Philippines Standard for Industrial Category code フィリピン産業標準規格
PSMA Philippine Suger Millers Association フィリピン砂糖業協会
PSSD Philippine Strategy for Sustainable Development フィリピン持続可能な開発戦略
PULPAPEL Pulp and Paper Manufacturers Association 紙パルプ工業会
PVR Public Version Report 一般公開用報告書
PWPA Philippine Wood Producers Association フィリピン木材生産者協会

S SBMA Subic Bay Metropolitan Authority スービック湾首都圏公社
SEIPI Semi-conductor and Electronics Industries of the Philippines 半導体＆電子機器産業会
SKEM Survey of Key Manufacturing Establishments 主要製造会社調査
SMEs Small and Medium Enterprises 中小企業
SPIK Samahan sa Pilipinas ng mga Industriyang Kimika フィリピン化学工業協会
SS Suspended Substances 浮遊物質
SW Solid Wastes 固形廃棄物

T THW Toxic and Hazardous Waste 有害廃棄物
TLRC Technology Livelihood Resource Center 生活技術情報センター
TOC Total of Organically bound Carbon 全有機炭素成分
TSD Treatment, Storage and Disposal 処理、保管、処分
TSP Total Suspended Particles 総浮遊粒子

U UNDP United Nations Development Programme 国連開発計画
UNIDO United Nations Industrial Development Organization 国連工業開発機構
URBAIR Urban Air Quality Program 都市大気保全プログラム
USAID United States Agency for International Development アメリカ国際開発庁

V VA Value Analysis 価値分析
VOCs Volatile Organic Compounds 揮発性有機化合物
VSMD Variable Speed Motor Drives 変速モータードライブ

W WB/PEM World Bank: Philippines Environment Monitor 世界銀行/ﾌｨﾘﾋﾟﾝ環境モニター
WHO Worｌd Health Organization 世界保健機関
WHRS Waste Heat Recovery Systems 余熱利用システム
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要 約 

 

1 EMPOWERプロジェクトの枠組み 

1.1 EMPOWERプロジェクトの背景 

フィリピン国(以下｢比｣国)は、現在の国家開発計画である「Medium-Term Philippine 

Development Plan 1999-2004」において、開発計画の実行にあたって環境保全に十分に

配慮することが明記されているが、経済・産業活動が集中する大都市及びその周辺を

中心に大気汚染、水質汚濁、産業廃棄物による環境への負荷は年々高まってきている。

このような状況を受け、1999年3月に派遣された我が国の経済協力総合調査団と「比」

国政府との政策対話において、今後の「比」国に対する援助重点4分野の一つの柱と

して「環境保全」が掲げられ、現在まで国際協力事業団を通じて、環境分野における

長期専門家の派遣、研修の実施、開発調査などが実施されてきている。 

「比」国における従来の環境保全及び環境管理は、「環境天然資源省環境管理局」

を中心とする「規制主導型」であったが、近年では産業セクターを中心に、民間企業

による自主的な環境管理の取り組みを強化させるような政策がとられるようになっ

てきている。そのような状況の中で、「比」国の貿易・産業及びそれに関わる投資促

進の担い手となっている「貿易工業省投資委員会」が民間企業による自主的な産業環

境管理の推進に果たす役割は、今後さらに重要なものになってくることが予想されて

いる。 

本件は、このような産業環境管理をめぐる動きの中で、各ドナーからの支援を受け

て実施されたプロジェクトの成果を踏まえつつ、さらにこれを地域・分野の双方にお

いて拡大し、「比」国における産業環境管理の一層の浸透・普及を民間企業の間に図

っていくことを目的として、「比」国政府より我が国に対して要請され、平成13年3

月に行なった「予備調査」及び「実施細則（I/A: Implementing Arrangement）」の署名・

交換が行なわれたものである。 

本件は、公共及び民間部門の能力強化を目的として、国家産業環境マネジメント行

動計画の作成及びパイロット・プロジェクトの実施を柱としていることから、

EMPOWERプロジェクトと呼ぶ。 

1.2 EMPOWERプロジェクトの目的 

（１）「比」国の企業及び投資家による産業環境マネジメントの促進を図るための具

体的な活動をBOIが中心となって展開するための「アクション・プラン」を策

定し、BOIの政策を強化する。 

（２）パイロット・プロジェクトの実施を通して、「アクション・プラン」の実施を

支えるBOIをはじめとする公共／民間の産業環境マネジメント関係機関の能

力を強化する。 

1.3 EMPOWERプロジェクトの内容 

EMPOWERプロジェクトは、主に次の活動から構成されている。 

• フィリピンの製造業の概要及び製造業が環境に与える負荷の把握 
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• フィリピンにおける産業環境マネジメントの現状の把握 

• フィリピンにおける産業環境マネジメントの課題の把握 

• 国家産業環境マネジメント行動計画の策定 

• 産業環境マネジメントパイロット・プロジェクトの実施 

• 産業環境マネジメント推進に係る意識の啓発活動の実施 

 

1.4 EMPOWERプロジェクト実施期間及び実施体制 

EMPOERプロジェクトは、JICA調査団員及びフィリピン側カウンターパート

（BOI-DTI）、パイロット・プロジェクト実施主体によって、2002年2月から2003年8

月にかけて実施された。 

 

2 IEMの現状と課題 

2.1 企業における IEM推進の現状と課題 

多くの企業経営者は、環境の規制を遵守することの必要性について認識している

が、経営上の優先度は、生産性の向上、品質の向上であり、環境管理の推進は、販売

網の強化、財務状況の改善、新製品の開発、製造拡大よりも低い。実際に社内で環境

マネジメント・システムを確立しているところは少なく、本プロジェクトで調査した

企業の6割は不十分な状況にあった。 

企業が自発的にIEMを推進する上での本質的な課題は、経営者が、経営改善の視点

から環境対策を組み込んでいくことの必要性を理解することである。経営的に健全で

一定のIEMレベルに達している企業は、さらにIEMを経営のなかに統合し、IEMを国

際的なレベルに高め、さらに競争力を確保することが求められる。経営の健全性が十

分ではなく、かつIEMも不十分な企業は、先ず、経営改善、生産管理の徹底から始め、

その延長としての環境負荷削減から資源生産性向上を主目的としたアプローチをと

ることが求められる。 

2.2 産業団体等による IEM推進の現状と課題 

IEMの推進に係るNGOの中で、フィリピン・ビジネス・フォー・エンバイロメント

（PBE）は、IEM情報の提供、セミナーの開催など、中心的な役割を果たしているが、

財政基盤が脆弱で専門的スタッフの配置ができない。また、83の業界団体は、ビジネ

ス・アジェンダ21（アジェンダ21の産業界版）に参加し、持続可能な発展へ向けての

業界ごとのアクションを明示しているが、会員企業のコミットメントレベルの低いと

ころもある。 

今後は、IEMを唱道するセンターを明確にし、そのセンターの組織、財政、機能の

強化、サービスを充実するとともに、関連NGO、業界団体との役割分担を明確にし、

ネットワークを構築して、IEMに取り組もうとする企業へのサポートの量・質を高め

ていくことが課題である。また、産業別の業界団体が、ビジネス・アジェンダ21をよ

り具体化したIEMアクション・プランを作成し、その実行を管理していくことが今後

の課題である。 
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2.3 国の IEM関連施策の現状と課題 

これまでの国のIEM関連施策の現状と今後の展開上の課題を整理すると以下のと

おりである。 

   

表 2.3.1 IEM関連の行動、政策上の課題の整理 

施策メニュー これまでの取組み 今後の展開上の課題 

セミナー PBE、MAP、APRCP などにより

多数開催 

セミナー開催の調整と情報の一元化

 

表彰制度 DTI のフィリピン品質優良賞

（Philippine Quality Award）のよう

な表彰制度はある 

中小企業の産業環境マネジメント推

進に寄与する表彰制度の創設 

情報提供 廃棄物最小化、EMS、その他産業

環境マネジメントに関するマニ

ュアル、リーフレットが多数作成

PBE に産業向け環境情報センタ

ー設置 

産業環境マネジメント関連情報の内

容と提供方法の継続的な改善のしく

みの構築 

産業環境マネジメント関連情報のク

リアリングハウスの設置 

経
営
者
・

団
体
の

意
識
及
び

能
力
の

向
上
啓

発
 

診断員の育成・ト

レーニング 

PCOなどのトレーニング実施 生産管理と環境の両方を診断できる

技術の養成 

CP研修の強化 

自主行動計画の

作成実施 

BA21に 84業界団体が参加し、持

続可能な発展のための取組みを

表明 

取組みの実施 

 

廃棄物最小化へ

の技術支援 

IEMP、IISE などによって個別企

業の廃棄物最小化への取組みを

技術的に支援、マニュアルを作成

ITDIでの技術開発・企業との共同

実験 

資源生産性向上からのｱﾌﾟﾛｰﾁ 

企業トップの理解増進 

業界としての取組み推進 

EMSの導入 IISE、PRIME などによって EMS

導入のための意識啓発、技術的支

援、国内コンサルタントの育成、

マニュアル作成を実施 

EMS 取得費用の低減(国内認証機関

の設置) 

EMS導入のｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞの創出 

環境計画書の作成・公表の普及 

環境会計 PICPAが環境会計の研修を実施 企業における環境会計導入の推進 

エコラベル エコラベル・プログラムの導入に

向けて事務局体制を整備 

エコラベル運営に必要な手続き標準

の作成 

エコラベルの認証と認証商品の普及

グリーン調達 特になし ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ･ﾁｪｰﾝ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの普及 

 

企

業

の

自

主

的

取

組

み

を

促

進

す

る

施

策 

 
Ⅰ
Ｅ
Ｍ
ツ
ー
ル
の
普
及
 

リサイクル促進 特に施策はなし、工場ごとに対応 リサイクル・DFEの導入推進 

排出規制（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを含

む） 

排ガス・排水基準設定、有害廃棄

物管理規則制定 

立入検査、インベントリを含む施行

の強化、自主モニタリングの導入 

公害防止管理者の配置 工場の種類・規模に応じて

Pollution Control Officer（PCO）の

配置を義務付け 

PCOの環境技術レベル認証 

 

 
法
制
度
の
サ
ポ
ー
ト
 

使用済製品のリサイク

ルの推進 

RA9003により、ﾘｻｲｸﾙ市場の拡大

のための施策立案を DTI に義務

付け 

ﾘｻｲｸﾙ産業の育成施策の立案実施 

ﾘｻｲｸﾙに関する産業界の役割の明確

化 

税の減免 Investment Priority Plan に掲載さ

れた環境プロジェクト（省エネ含

む）への投資については税を減免

利用率の向上 

 

低利融資 DBP 及び LBP が、環境投資に対

する低利融資を実施 

利用率の向上 

 

 

経

済

的

手

法 排出課徴金 ラグナ湖に流入する工場排水に

BOD 負荷に応じた課徴金制度を

導入 

成果の把握 

他の分野への適用 
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3 IEM発展戦略 

3.1 企業の IEM発展の前提と課題 

企業がIEMに取り組んでいく前提として、経営者にその意思があり、経営の健全性

を確保できていることがあげられる。また、企業をとりまく外部の主体（政府機関、

同業他社、消費者、地域住民など）との関係の中で、企業がIEMの必要性を強く感じ

るような条件整備が重要である。したがって、国としては、関連情報の提供、技術支

援、経済的インセンティブなど既存の支援の枠組みを充実させていくことが課題であ

る。また、市場での競争、商品・サービス、直接的な環境への影響、を通じた同業他

社、消費者、周辺住民との関係の中で、企業のIEMへの取り組みへの動機付けを強化

していくことが必要である。 

3.2 IEM促進政策の基本方針 

IEMアクション・プランでは、民間企業の投資促進のための組織であるBOI/DTIの

立場に立って、企業のIEM推進のための、企業、業界団体、関係政府機関への働きか

けの進路としてのIEM促進政策を示すこととする。 

目指すべきIEMとしては、汚染物質の発生抑制を考慮した生産管理を中心とする対

策の実施、対策の効率性や法の適合性を管理するための環境マネジメント・システム

の確立とする。また、施策の展開にあたっては、資金、技術、人材の不足に悩む中小

企業を重視する。 

国の実施すべき施策は、経営者にIEMの意義を理解してもらい、IEMシステムを企

業内部に確立し、IEMツールを実践し、生産性向上を図り、その成果を通じて意義を

確認し、次の発展につなげていくことを中心とする。企業の取り組みを支援するため

の国の施策としては、企業の自主的取り組みの促進、法制度による支援、経済的手法

の3つで構成する。 

3.3 優先領域の設定 

IEM促進施策を効果的・効率的に実施するため、働きかけとサポートする対象を以

下のように絞り込んだ。 

（１）優先する産業セクター 

水質汚濁物質、大気汚染物質、固形廃棄物の排出量、エネルギー、水などの原材料

の投入量、中小企業の締める割合を考慮し、以下のサブセクターを優先産業セクター

として選定した。 

• 飲料 

• セメント製造 

• 化学製品（産業用及び農業用） 

• ココナッツ･ミルク、精製、スピリッツ蒸留 

• 化粧品 

• 電気メッキ及び金属表面処理  

• 食品加工（ツナ及び小規模食品加工）ガラス及びガラス製品機械及びツ

ール製造 

• 金属鋳物及び鍛造  

• オフセット印刷  



フィリピン国産業環境マネジメント調査(EMPOWER) 国際協力事業団 

要約  エックス都市研究所  

 v

• 石油製品 

• 製薬 

• プラスチック及びゴム 

• パルプ及び製紙 

• 石鹸、洗剤、洗浄剤 

• 紡績、繊維、染色 

• 精糖 

• 木材関連産業 

 

（２）優先する施策領域 

フィリピン政府の行政面及び財政面における脆弱性を考慮すると、IEMの推進を比

較的低コストで実施できる企業の自主的取組みを促進する施策、主に経営者・関係者

の意識及び能力の向上のための施策－情報普及が中心－が優先されるべきである。重

点的な施策の選択にあっては、以下の基準を考慮した。 

• 企業の経営改善・競争力の改善と同時に環境投資が期待できること 
• 中小企業の IEM発展に資すること 
• ２～３年で成果が明確になり、かつ、成果が評価できる施策であること 
• 施策による大きな波及効果が期待できること 
• NGO・業界団体の自発的取組みが期待できること 
• 企業・団体・サービスプロバイダー・政府機関等のネットワークの形成に資

すること 
• 官民のパートナーシップ（PPP）の発展が期待できること 
• 進行管理ができること 
• 次のステップでの自立的な発展性に期待が持てること 

 

3.4 IEM施策の展開方向 

以上の基本方針、優先領域の設定に基づき、企業の自主的な取り組みの促進、法制

度や政策面での支援、経済的インセンティブの分野において、次のような方向で施策

を展開する。 

企業の自主的な取り組みの促進 

• IEM 関連情報（特に優良事例に関する情報）の体系化、IEM の唱導者とな
る人材の育成を通して、経営者・関係者の意識および能力の向上を図る 

• 業界団体ごとの廃棄物最小化・CPを中心としたアクション・プランの作成、
IEM をすでに実践している企業のレベルアップにより、IEM の実践企業を
増やしていく 

• 業界団体の運営能力が強化されるような、業界団体の運営面での代行が可能

なセンターを検討する 

法制度や政策面でのサポート 

• 企業の自主的な環境マネジメントを促進するフィリピン環境パートナーシ

ップ・プログラムを具体的に展開していく 
• BOIがパイロット・プロジェクトで作成したグリーン購入の他政府機関への

拡大やエコロジカル廃棄物管理法に DTI の責務として定められたリサイク
ル・プログラムの作成を優先する 

• EMB/DENR、LLDA、その他関係機関による取り組みの調整を行う 
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経済的インセンティブ 

• 排水課徴金による排水負荷の削減の効果や徴収した課金の額の推定とその

利用状況を把握する 
• 環境投資に対する特別の金融、投資減税制度等についての利用率の向上と、

新たなインセンティブ制度を検討する 

 

4 IEMアクション・プラン 

4.1 IEMアクション・プランの枠組み 

IEMアクション・プランは、3.4で示した、IEM促進政策の展開方向を踏まえ、自主

的IEMの推進、法制度・政策によるIEM支援、経済的手法によるIEM支援の分野にお

いて、2003年から2005年の3年間に実施すべき行動を示したものである。 

なお、IEMアクション・プランの作成にあたっては、産業界、政府機関、環境サー

ビスプロバイダー、ドナー機関などと、6回にわたる円卓会議を開催し、アクション・

プランの枠組みや施策の内容について関係者からの意見を聴取した。 

4.2 自主的 IEMの推進に係る行動計画 

個別企業によるIEMに係る自主的な取り組みの普及・拡大を図るため、官民のパー

トナーシップによる、以下のプログラムを実施する。 

（１）IEMに係る統合的情報システム整備・運用 

• レディーメイドの情報提供（EMPOWR のパイロット・プロジェクトにおいて
構築された IEM情報ウェブサイトの内容の更新および充実） 

• オーダーメイドの情報提供（ユーザーのリクエストに基づいた情報の提供） 
 

（２）IEM実践企業の普及・拡大 

• Good housekeeping／廃棄物最小化／物質フロー管理デモンストレーション事
業の実施（EMPOWERパイロット・プロジェクトの対象となった 4業種および
新たな 6業種の計 10業種各 4企業を対象として、トレーニングおよび技術的支
援） 

• IEM レベル向上および普及・拡大（デモンストレーション実施企業による、よ

り高度な IEMへの取り組み、他企業への IEM技術・知識・ノウハウの移転） 
 

（３）IEM普及のためのリーダー育成 

• IEM実践企業の普及拡大プログラムと連携しながら、研修を通して IEM推進主
体となるオピニオン・リーダーを育成（10業種各 1名） 

 
（４）IEMベスト・プラクティスマニュアル作成 

• 10業種を対象とした業種ごとの IEMベスト・プラクティスを集めたマニュアル
の作成 
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4.3 法規制・政策による IEM支援行動計画 

法規制・政策の改善を通して、資金・経済的インセンティブや環境管理システムが

効果的にはたらき、企業による自主的なIEM活動が進むための制度的枠組みを整備す

るため、以下のプログラムを実施する。 

（１）フィリピン環境パートナーシップ・プログラム（PEPP）推進 

• PEPP普及のための情報・広報資料の作成配布（マニュアル・小冊子・ポスター

等の作成、マスメディアを通じた広報活動） 

• デモンストレーション事業（2.3.2（2）参照）への PEPP に基づく支援方法の検

討（資金支援の適用可能性、環境マネジメントシステムおよび環境パフォーマン

ス報告書の作成と内容評価） 

 

（２）BOIグリーン購入政策普及 

• グリーン購入方針の他省庁への普及活動（広報資料の作成およびメディアを通じ

た宣伝活動、他省庁との協議） 
• グリーン購入方針の実施にむけた他省庁への技術支援（調達担当者に対するトレ

ーニング、具体的な調達ガイドラインの策定支援） 
• グリーン購入対象製品の拡大・充実化（エコラベル認証商品の推進） 

 
（３）フィリピン国リサイクル基本政策の策定 

• リサイクル可能資源インベントリーの作成 
• リサイクル産業振興政策の策定 
• リサイクル推進のための法規制およびインセンティブの枠組みの検討 
• リサイクル基本政策の策定（資源の収集・資源化目標設定、資源リサイクル施設

整備計画立案、リサイクル振興活動計画立案、リサイクル製品の品質基準設定、

リサイクル振興に係る法規制の枠組みの設定、リサイクル振興に係る経済的手法

の枠組みの設定） 
• 2～3年を計画期間とするリサイクル推進アクション・プランの作成 

 
（４）既存法規制の包括的レビュー 

• 法規制執行能力の不足と事業者間の不公平感（業種間及び大企業と中小企業

との間での相対的な負担の相違）、中小企業による法規制遵守の技術的・資

金的な困難性を踏まえた、既存法規制の修正提案の検討 

 

4.4 経済的手法による IEM支援にかかわる行動計画 

 資金・経済的インセンティブのパッケージの提供を通じて、多様な産業業種にお

ける事業者のIEM実施を推進するため、以下の行動をとる。 

• 既存インセンティブ（BOD課徴金、税制面での優遇措置、融資制度）のレビ

ュー 

• 資金・経済面でのインセンティブの制度設計及び導入可能性調査 

• インセンティブ導入・修正案の正式な導入に向けたプロモーション及びロビ

ー活動（政策立案者向け資料の作成配布、関係政府機関との協議、議員への

説明および働きかけ） 
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5 パイロット・プロジェクトの立案 

 パイロット・プロジェクトは、その実施を通しての関連機関の能力強化と実施成果

のIEMアクション・プランへの反映を目的として実施された。IEM推進における政策

上の課題について、次のような基準を設定し、パイロット・プロジェクトとしてとり

あげることが適当な分野を絞り込んだ。 

• IEMを推進する政策実施主体（政府）とそのカウンターパートとなるNGO
の能力強化に貢献する。 

• 大規模な投資を必要としない。 

• EMPOWERプロジェクトの終了後も自立発展性が期待できる。 

• 短期間（8ヶ月程度）で実施でき、成果があげられる。 

また、想定される実施主体の意向を確認し、企業による廃棄物最小化の実践とその

経験の業界内への普及、企業へのIEM関連情報の提供、エコラベル・プログラムの確

立とBOIのグリーン購入方針の制定の分野でのパイロット・プロジェクトを実施する

こととした。 

 

6 廃棄物最小化パイロット・プロジェクト 

（１）目的と実施内容 

廃棄物最小化アセスメント及びモデル企業における廃棄物最小化対策の実施を通

して、生産性向上と廃棄物最小化を同時に達成することを実証し、対象となった企業

のIEMの実践のアップグレード化を図るととともに、その成果情報を用いて同業他社

やその他の企業の廃棄物最小化への取組みの参考とすることを目的として、以下の活

動を実施した。実施主体は、PBE、ITDI/DOST、BOIである。 

• 業界団体が中心となっての業界ごとの廃棄物最小化計画の作成 

• 廃棄物最小化の実施や計画作成のためのステップについてのワークショッ

プの開催 

• 20社に対する廃棄物アセスメントの実施と、廃棄物最小化の提案の作成 

• 4社のモデル企業における可能性のある且つ効果的な廃棄物最小化対策の

提案と対策の実施 

• モデル企業における対策結果の評価 

• 企業トップを対象とした廃棄物最小化を推進するためのガイドブックの作

成 

• モデル企業の廃棄物最小化対策実施経験を共有するためのワークショップ

の開催 

• 産業環境管理を積極的に実施する企業の表彰制度の議論 

（２）成果 

廃棄物最小化パイロット・プロジェクトの成果としては、以下の点があげられる。 

1. ワークショップに参加したフィリピン企業トップに廃棄物最小化の具体的な方
法とそのメリットが理解された。 

2. 35企業が、生産性向上のために廃棄物最小化を強く支持するようになった。 
3. ４つの業界団体が、業界ごとの廃棄物最小化アクション・プランを作成し、それ
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を運営できるようなレベルまでその役割が強化された。 
4. 対象４業種（業界）ごとにモデル企業 1社が、廃棄物最小化対策を実施し、成果
をあげた。 

5. パイロット・プロジェクトの成果をガイドブックにまとめて 1000部発行し、フ
ィリピン企業の経営者に配布する（2003年 9月予定）。 

6. 優良なIEM実践企業を表彰する制度については、DTIが表彰する制度を検討し

たが、DENRが推進するフィリピン環境パートナーシップ・プログラムの枠

組みの中で設定することとした。 

また、廃棄物最小化パイロット・プロジェクトを通して行われた関係主体の能力強

化の内容を以下に示す。 

対象 エンパワメントの内容 エンパワメントの手段 

社内スタッフが廃棄物最小化計画の立案実

施ステップを体得した。 
ワークショップの実施、

対策立案中の協議、対策

実施中の助言 

廃棄物最小化チームのリーダーが、生産性

向上のための必要実施項目を理解した。 
生産性アセスメントの結

果協議 

モデル企業4社

企業トップが、廃棄物最小化対策の実施に

よるコストの削減成果を把握した。 
廃棄物最小化対策実施モ

ニタリング結果の提示 

社内スタッフが、廃棄物最小化計画の立案

実施ステップについての知識を習得した。

ワークショップの実施 協力企業 20社

企業トップが、廃棄物最小化の一般的なベ

ネフィットを理解し、自らの企業における

廃棄物最小化方策を把握した。 

ワークショップの実施、

廃棄物アセスメントの結

果協議 

4業界団体 メンバー企業の廃棄物最小化対策への取組

みを促進していく枠組みを整えた。 
業界ごとの廃棄物最小化

対策アクション・プラン

の作成、実施のモニタリ

ング体制の確立 

ITDIスタッフ 対象業種の製造プロセスの理解を深め、排

水、排ガス、固形廃棄物処理上の問題点を

把握し対策を立案する経験を積んだ。 

工場訪問、JICA調査団か
らのコメント 

PBE 業界団体を中心とした廃棄物最小化の取組

みの推進方法を体得した。 
プロジェクトの実施 

 

7 IEM情報システム・パイロット・プロジェクト 

（１）目的及び活動内容 

IEM推進に役立つ情報の提供者と利用者が、情報の質とアクセスについて評価、改

善する機会を提供するとともに、IEM情報クリアリングハウスのような総合的IEM情

報システムを整備し、IEM情報へのアクセスを改善することを目的として、以下の活

動を行った。実施主体は、PBEとBOIである。 

• 統合的 IEM 情報システムの枠組みの検討  

• IEM 情報システムの維持、改善、更新に必要な人的、資金的資源の手当て 

• IEM情報データベースに関する情報収集  

• IEM 情報ウェブサイトの構築と供用開始 

• BOIと IEM情報提供者との政策対話 
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（２）成果 

IEM情報システム・パイロット・プロジェクトの成果としては、以下の点があげら

れる。 

1. 統合的IEM情報システム（IEM関連情報の継続的な更新と改善のための組織

及び資金調達）の枠組みがデザインされ、IEMアクション・プランに統合さ

れた。 

2. IEM推進に有用な情報を掲載した統合的 IEM情報ウェブサイト

（www.iem.net.ph）が構築され、2003年8月に全面供用開始となった。. 

3. BOIと環境サービスプロバイダーの政策対話を通して、前者が後者のニーズ

を把握し、今後の政策立案の参考とすることができるようになった。 

また、IEM情報システム・パイロット・プロジェクトの実施を通して、以下のよう

な関係主体の能力強化が行われた。 

対象 エンパワメントの内容 エンパワメントの手段 

IEM 情報提供者をとりまとめ、フィリピ

ンにおける今後の IEM 情報の提供体制を
整えた。 

プロジェクトの実施 PBE 

IEM 情報ウェブサイトの維持管理及び更

新に必要な技術知識を習得した。 
IEM 情報ウェブサイト構
築時におけるトレーニン

グ 

ｲﾝﾀ-ﾈｯﾄにアクセ
スを持つ企業 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを通して IEM 関連情報が入手で

きるようになった。 
IEM 情報ウェブサイトの
供用開始、サイトの使い

方に関するセミナー 

潜在的顧客に対する情報発信手段が増え

た。 
IEM 情報ウェブサイトの
供用開始 

環境サービスプ

ロバイダー 

自らのニーズを政策に反映させる機会を

増やした。 
BOIとの政策対話 

IEM情報提供のチャンネルを増やした。 IEM 情報ウェブサイトの
供用開始 

IEM情報提供者 

IEM 情報の改善にむけて、情報提供者間

の連携体制が整った。 
INDENETの考案 

 

8 エコラベル及びグリーン購入パイロット・プロジェクト 

本パイロット・プロジェクトは、エコラベル・プログラムの確立、BOIによるグリ

ーン購入、BOIのISO14001取得で構成されている。 

8.1 エコラベル・プログラム 

（１）目的及び活動内容 

エコラベル・プログラム（ELP）の実施機関であるClean and Green Foundation Inc.

のプログラム運営能力向上、エコラベル・プログラムの確立を目的として、以下の活

動を実施した。実施主体は、C&GFである。 

• エコラベル技術委員会の設置と運営 
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• エコラベル・プログラム事務局および理事会メンバー対象のエコラベルお

よびグリーン購入に関するワークショップとセミナー開催 

• エコラベル・プログラムのマスター・プランの作成 

• エコラベル・プログラム運営に関するガイドラインの作成 

• 新たな2製品カテゴリー（家庭用電池とプラスチック容器）の製品基準の

設定 

• エコラベル商品への申請の促進 

• エコラベル・プログラムに関する意識啓発 

• 政府機関、産業界対象のエコラベル・プログラムの周知を図るセミナーの

開催 

（２）成果 

エコラベル・プログラム・パイロット・プロジェクトの成果としては、以下の点が

あげられる。 

1. 2003年8月のELP理事会において、エコラベル・プログラムの確立に係る戦

略計画が採択された。 

2. 2002年12月にティシュペーパーと洗濯用洗剤、2003年8月にプラスチック容

器と家庭用電池の製品基準が採択された。 

3. オペレーション・ガイドライン及び申請書式がELP理事会で採択され、エコ

ラベル認証のための申請手続きが確立した。 

4. 2003年3月10日のエコラベル・プログラム発足式で、最初のエコラベル製品

（洗濯用洗剤）が認証された。 

5. 2003年3月10日のエコラベル・プログラム発足式、6月9-10日の環境展での展

示及びそれらに関連するメディア報道によって、消費者と産業界のエコラ

ベルの認知度が高まった。 

 

また、エコラベル・パイロット・プロジェクトの実施を通して、以下のような関係

主体の能力強化が行われた。 

 

対象 エンパワメントの内容 エンパワメントの手段 

エコラベル・プログラムの運営に必要な手

続き事項を習得し、手続きの標準化を行う

ことができた（オペレーション・マニュア

ル、書類書式、認証ガイドラインの作成）。

日本エコマーク事務局長

による指導 
ELP事務局 
 

エコラベル・プログラムの発足及び認証対

象製品基準を産業界、消費者に伝えること

ができた。 

エコラベル発足イベン

ト、環境展、セミナー、

プレス・リリース 

ELP 技術ワーキ
ンググループ 

最初の製品基準（洗濯洗剤、ティッシュ・

ペーパー）として必要な事項を習得するこ

とができた。家庭用電池、プラスチック

容器（ポリエチレンとポリプロピレン）

の製品基準を設定した。 

日本エコマーク事務局長

によるアドバイス 
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対象 エンパワメントの内容 エンパワメントの手段 

エコラベル認証

製品製造業者

（潜在的製造業

者を含む） 

環境に配慮した製品であることを公式に

市場に発信できるエコラベルが利用可能

になった。 

エコラベル・プログラム

の発足 

 

8.2 BOIによるグリーン購入と ISO14001取得準備 

（１）目的及び実施内容 

BOIがISO14001を取得することによってその経験を他の政府機関及び民間企業に

広め、グリーン購入の基本方針の作成を通じて、環境負荷の少ない製品の開発普及を

促進することを目的として、以下の活動を実施した。実施主体はBOIである。 

グリーン購入 

• グリーン購入の他国事例の収集と分析 

• エコラベル事務局や関係主体に対するグリーン購入に関するワークショッ

プの開催 

• BOIのグリーン購入基本方針とアクション・プランの作成と採択 

• 政府機関ならびに納品業者に対するグリーン購入セミナーの開催 

ISO14001取得準備 

• EMSコア委員会の再活動 
• マニュアル（ EMS Manual, EMS Elemental Procedures Manual, 

Operational Control Procedures Manual ）の作成 
 

（２）成果 

グリーン購入およびISO14001取得準備パイロット・プロジェクトの成果としては以

下の点があげられる。 

1. BOI がグリーン購入方針と具体的な目標（紙、ペン、電子機器における購

入目標）を定めたアクション・プランを採択し、その経験を他省庁へセミナ

ー開催などを通じて伝えることができると同時に、物品納品業者さらには市場

に対して環境負荷の少ない製品の開発を促進させるシグナルを送ることが出

来た。 

2. BOI の ISO14001 認証の準備は完全に整わなかったが、本プロジェクト実

施前に実施された IISE の中で作成されていたマニュアル等の見直しを行い、

環境マネジメントシステムに必要な文書を整え、BOI 内部の EMS 委員会

を再稼働させた。 

 

また、グリーン購入およびISO14001取得パイロット・プロジェクトの実施を通して、

以下のような関係主体の能力強化が行われた。 
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対象 エンパワメントの内容 エンパワメントの手段 

BOIのグリーン購入方針、実施のためのア
クション・プランを作成し、他省庁のモデ

ルとなると同時に、環境負荷の少ない製品

開発を促すシグナルを市場に送った。 

セミナー、ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄによる

情報収集、調査団による

アドバイス 

BOI 
 

BOIのグリーン購入方針を、他省庁、物品
納入業者に伝えることができた。 

セミナー、環境展の開催

BOI の EMS 
Core 
Committee 

ISO14001取得のために必要な書類及びア
クションを認識した。 

BOI 内部セミナー、ｺﾝｻﾙ
ﾀﾝﾄによるアドバイス 

 

9 セミナーの開催 

EMPOWER プロジェクトの活動内容の紹介、成果の普及を図るとともに、国家 IEM
アクション・プランへのインプットを得るため、また IEMに関する意識の啓発を目的と
して、BOIと調査団は以下のように４回のセミナーを開催した。 
 

EMPOWER セミナーの概要 

 年月日 目的 参加者数 

1 2002年 8
月 1日 

� EMPOWERプロジェクトの紹介 
� IEM推進ための産業界のニーズの把握  

67  
(60% 製造、18% 政府
関係者、9% 環境サー
ビスプロバイダー、

13％ その他) 

2 2002 年

10 月 16

日 

� 国家 IEMアクションプランの枠組み、政
府、業界団体、NGOの役割の提案 

� IEM推進における現在の取組みの紹介 
� パイロット・プロジェクトの紹介 
� 廃棄物削減、生産性向上に関する情報の

現状 

86  
(58% 製造業、24% 政
府関係者、7% 環境サ
ービスプロバイダー、

11％その他) 

3 2003年 2
月 5日 

� パイロット・プロジェクト、国家 IEMア
クションプランの進捗状況の報告 

� パイロット・プロジェクトの実施、国家

IEM アクションプランの作成を向上させ
るための意見の聴取 

86 
 (95% 製造業、 2.5% 
政府関係者、2.5% 環境
サービスプロバイダ

ー) 

4 2003年 6
月 9日 

� パイロット・プロジェクトの成果の普及 
� 国家 IEMアクション・プラン案の紹介 
 

70 
(52% 製造業、44% 政
府関係者、4% 環境サ
ービスプロバイダー) 

 

10 環境展の開催 

（１）目的及び開催内容 

EMPOWERプロジェクトの目的と活動をフィリピン国内に広めることにより、IEM

の意義を産業界、とりわけ中小企業の経営者に対して情報発信し、さらに一般消費者
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の意識向上を目的として、2003年6月9日と10日の2日間にわたって、以下のように環

境展を開催した。 

6月9日：マニラ・ペニンシュラ・ホテル 

BOIと調査団は、フィリピン経営者協会(Management Association of the Philippines) 

環境部会の協力を得て、経営トップを対象に2003年6月９日にマニラ・ペニンシュ

ラ・ホテルのボールルーム前の会場にて環境展を開催した。９日午後に同協会の定

時総会が同ホテルで開催されることから、より多くの企業経営者に来場してもらえ

るように、協会の総会会場の近くで展示を行った。また環境展と併催で企業トップ

を対象に第4回EMPOWERセミナーを実施した。 

6月10日：SM Megamall 

一般消費者を対象とした環境展は、ＳＭメガモールで開催された。集客力を高め

るために、フィリピンの慣習に従って、音楽バンド、子供向け環境ポスタコンクー

ルを催した。 

（２）成果 

二日間に渡って開催された環境展は、非常の多くの来場者があり成功裏に終了した。

マニラ・ペニンシュラでの初日は、200人以上、二日目SMメガモールでは、残念ながら、

一般消費者（モールへの買い物客）の来場者登録が不可能であったため集計できなかっ

た。また、多くのメディア関係者（新聞社、テレビ局）が会場を訪れ、記事の掲載なら

びに環境展の模様が放映され、環境展開催の目的である「本調査の活動発表を通じて、

フィリピン国内に産業環境マネジメントの意義を広める」が達成された。 

 

11 ホームページの構築 

EMPOWERプロジェクトの目的、内容、進捗状況、セミナー開催に関する情報を提

供するため、BOIのホームページにEMPOWERのホームページを作成した。

EMPOWERプロジェクト終了後は、BOIのグリーン購入方針やIEMアクション・プラ

ンの実施に係る情報を提供するサイトに変更する予定である。 

 

12 提言 

IEMに関係する総ての団体、個人にIEM推進を持続するエネルギーをEMPOWERす

るため、BOIが、次のようなアクションを取ることを提言する。 

12.1 IEMアクション・プランの実施 

� 国家IEMアクション・プランがBOIの計画として正式に承認されるとともに、

BOI内部の産業環境分野の施策を担当する職員数を増員し、アクション・プ

ラン実施体制を強化する。 

� アクション・プラン全体の進行管理を行う組織を早急に発足させ、関係主体

への行動開始・継続への働きかけ、限られた資源（予算、人員）の配分に関

する優先順位づけと、それに応じたドナーへの資金支援の働きかけ、3年後の

計画の評価、見直しなどを行っていく。 
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12.2 パイロット・プロジェクトの成果の普及発展 

� 廃棄物最小化については、モデル企業及び業界団体のIEM活動を活発化させ

ていくため、モデル企業、対象業界が今後必要とする技術的支援の具体的な

内容を把握し、支援の得られる機関との連携を図る。また、廃棄物最小化ガ

イドブック、IEM Knowledge Networkという情報媒体を通して、今回のパイ

ロット・プロジェクトの成果を広めていく。 

� IEM情報システムについては、IEM情報ウェブサイトの編集委員会が、ウェ

ブサイトの利用者アンケート等を実施し、ウェブサイトの利用者の意見を取

り入れた継続的な改善を行っていくことを担保する。 

� エコラベルについては、エコラベル・プログラムの事務局であるC&GFとと

もに、グリーン購入を政府機関に求めるExecutive Order採択への働きかけを

すすめる。グリーン購入については、BOIのグリーン購入方針およびアクシ

ョン・プラン採択の経験を他省庁に積極的に伝える。BOIのISO14001取得に

ついては、準備されたEMS文書に基づいて早急にEMSを実施する。 

12.3 BOIによる情報の発信 

� 国家IEMアクション・プランについては、冊子にして配布し、関係主体への

協力を呼びかけていくとともに、プランの進行状況などについてもホームペ

ージで情報を提供し、更なる協力を呼びかけていく。 

� グリーン購入については、他省庁への参考となるようにBOIの方針とアクシ

ョン・プランをホームページに掲載し、他省庁からの問い合わせに対応でき

るような連絡先を示す。 

� ISO14001の取得については、他省庁の参考に資するため、BOI内部のオペレ

ーション・マニュアルなどをBOIのホームページ上に掲載する。 
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